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第8ﾛ世界ｴﾈﾙギーｴｺﾉﾐｽﾄ協会年次大会について
Onthe8thlAEEInternationalAnnualConfbrence :-音牽'…

…
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世界エネルギーエコノミスト協会(International

AssociationofEnergyEconomists略称IAE

E)は,1977年，アメリカを中心として数十名のエネル

ギーエコノミストの発起により設立されたものである

が，その後会員数が増大し現在では，会員数約2,000

名，会員の所属する国の数も38ケ国にのぼり，世界の

エネルギー問題に関する質の高い情報交換，意見交換

の場となっている．

IAEEの目的は，エネルギー問題に関心を有するエ

ネルギーエコノミストに対し，専門的議論，経験，ア

イディアの交換の場を提供し，彼らの交流を深めさせ

ることにより，研究水準の向上，深化をはかることで

ある．

こEで，エネルギーエコノミストという言葉を使っ

ているが,IAEEのメンバーは，狭義のエコノミストだ

けではなく，他の研究分野に属するメンバーも多く，

また大学の関係者だけでもない．むしろ，専門的な経

済学者以外の人々の方が多いというのが現状である．

すなわち，現在のメンバーを勤務先の所属で分けてみ

ると，コンサルタント25％，石炭・石油・ガス会社14

％，学者13％，政府関係者13％，電力・公益事業7％，

金融機関4％，学生4％，その他20％となっている．

このため，年々開催される年次大会，あるいは各支部

における会合においても，極めて専門的学問的な討論

が行われる一方で，エネルギーをめぐる政策的議論，

時事的解説と討論も行われている．

IAEEの具体的活動としては，支部の活動，出版物

の刊行，専門的会合，年次大会等の開催があげられる．

現在，支部としての活動をしているところ，あるい

は，事務局を有しているところは，ベネルックス，カ

ナダ，西ドイツ，フィンランド，フランス，イタリー，

日本，ノルウェー，インド，スエーデン，スイス，台

＊（財）日本エネルギー経済研究所エネルギー計品分析

センター研究主絆
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湾，タイ，イギリス，アメリカであるが，アメリカは，

地域毎にも支部を持っている．すなわち，アトランタ，

シカゴ，ダラス，デンバー，ワシントンD.C地域，ﾋ

ｭｰｽﾄﾝ,ロサンゼルス,ﾆｭｰｲﾝダﾗﾝド,ニ

ューヨーク，北部カリフォルニア，北西地域，オハイ

オ，オクラホマ，フィラデルフィアが地域支部を有し

て，独自の活動を行っている．

出版物としては，定期刊行物としてIAEENews

LetterとTheEnergyJournalがあり，その他に

不定期に種々の会合のプロシーディング等を出版して

いる．

IAEENewsLetterは，会の活動に関する一般的

・事務的なニュース，会員の消息等を掲載しているも

のであるが,TheEnergyJournalは，会員を中心

とした人々の研究論文集で，四半期毎に出版されてお

り，いまや非常にすぐれたエネルギー研究誌として，

定評を得ている．難点は，この種の雑誌に共通の問題

なのであるが，アメリカ以外からの論文が少ないこと

である．我が国からの投稿は特に歓迎されるところな

ので「エネルギー・資源研究会」の会員の中で，投稿

御希望の方があれば，是非御連絡いただきたい．

IAEEの出版物の中で，このTheEnergyJourn-

alの他に注目しておきたいのは，同会の開催する各

種会合のプロシーディングである．近いところでは，19

85年9月5～7日ニューヨーク支部の会合プロシーデ

ィング"TheMarketValueofln-SituReserves

1985年12月13～15日の第7回IAEE北米大会プロシー

ディング''WorldEnergyMarkets:Stabilityor

CyclicalChange''がある．

以上，簡単に，世界エネルギーニニコノミスト協会を

紹介したが，次に，表題の第8回年次大会について，

概要を紹介することにしよう．

第8回IAEE年次大会

IAEEの年次大会は，各国がまわり持ちで開催して
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おり，これまでに，ワシントン，ケンブリッチ，ニュ

ーデリー，ボン等で行われ，今年が第8回目というこ

とになる．日本エネルギー経済研究所(エネルギー計算

分析センター)がIAEEの日本の事務局となっているこ

と，また今年で，創立20周年を迎えるということで，

創立20周年記念国際シンポジウムを兼ねて,第八回IAEE

年次大会を東京へ誘致したわけである．

開催日は，6月5日巾，6日“7日出で，場所は，

経団連会館国際会議場である．

大会は3日間にわたるが，最初の211間は，全体会

議，妓後の1日が分科会に分れての報告・討論となっ

ている．

全体会議は，六つのラウンドテーブルから成ってい

るが，その他に，2つの基調報告と晩餐会スピーチ，

IAEE賞受賞者昼食スピーチが予定されている．この

うち基調報告については，アメリカ・エネルギー省長

官ジョン・ヘリングトン氏，日本原子力委員会委員向

坊|睦氏を予定している.IAEE賞は,IAEEが，毎年，

エネルギー問題の研究，知識の普及等において功績の

高かった人，一人を選んで賞を与えるものであり，こ

れまでに，マサーチュセッツエ科大学モーリス・エー

デルマン教授，ロンドンの石油コンサルタント，ポー

ルフランケル氏等が受賞しているが，1985年は，ニュ

ーヨークの石油コンサルタント，ジョン・リヒトブラ

ウ氏が受賞している．受賞者が，年次大会においてス

ピーチをすることが慣例となっており，東京では，リ

ヒトブラウ氏に，受賞スピーチをいただく予定である

ラウンドテーブルの方にうつると，そこには6つの

テーマが予定されている．

第1は，「世界石油供給の新しい安定的構造に向け

て」というテーマで，産油国，消費国両者にとって望

ましい世界の安定的な石油供給のあり方について議論

する．議長としては，日本エネルギー経済研究所理事

長生田豊朗，パネリストとしては，東亜燃料工業副社
中原伸之氏，中国石油化学コーポレーション顧問ラン

・ティアンファン氏，ガルフ・オイル・トレーディン

グ社社長ハーバート・グットマン氏その他にIEA事務

局長シェテーグ氏ならびに産油国からl～2名の参加

－ワー
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IA INTERNATIONALASSOCIATIONOFENERGYECONOMISTS

EENEWSLETTER
1985V01．3

ReflectionsonOPEC'sChoiceofPricePaths
ByJohnH.LiChtblau,PetroleumlndustryResearchFoundation[excerptedbyWandaGrude]

[Thisspeechwasgivenbeforethel4thannualConven-
tlonofthelndonesianPetroleumAssociationinJakarta

onOctober8,1985,whichcoincidedwiththelOOth

anniverSaryofthelndonesianpetroleumindUStry.]
Despitealltherecentgloomand
doomininternationaloilmarkets,
ourresearchindicatesthatoilwill

continuetobeamajorfactorinthe
worldeconomywellintothenext
century.Bytheyear2000,weexpect
oilconsumptiontobenearly20%
higherthanthisyear.Whilenot
everyanalystwouldagreewiththis
particularfigure,mostforecast,s

projectsomeupwardtrendinworldoilconsumption
overthenextl5yearsandbeyond,
Yet,lesgthan5yearsago,itwasmorelikelythatoil
demandattheendofthiscenturywouldbeloWerthan
now,aithoughfewpeoplesaidsoatthetime.0fficial
ContraCtpriceSforoilhadrisentoabout$35/blbythe
beginningofl981andmostprojectionsshowedth@mat
$50/blormoreforl985and$75-100/blforl990・Had
pricesreallymovedalongthatline,evenjusttol985,
ponventionalworldcrudeoilproductionwouldhave
Peenlowerfortherestofthiscgntury,asoilwouldhave
beendisplacedbyotherfuels.IntheUS,ashaleoi1
industrywasonthevergeofcommercialtakeoffinl980.
Threeyearslateritwaslargelyabandonedbecausethe
oilpricetrendhasbeenCbnVincinglyreversed.The
sameistrueforsolarenergy,advancedtechnologyin
enhancedoilrecovery,andCoalliquefactionandgaSifi-
cation:0ntl'edemandside,thesubstantialenergJJcon-
servationWhichwehavewitnessedinthelastlOyears
woul4.undoubtedlyhaveacceleratedifthathighbrice
trendhadcontinued.

Atitslastregularmeetingbeforethelranianrevolu-
tion,OPEChadadoptedregularquarterlypricein-
preasesfbIB1979whichamountedtoanaveragbannual
increaseofabout10%,slightlyinexcessofwOrldinna-
tion.WhatwouldhavehappenedtoOPECifithadtried
tomamtainthisrealpriceinl980-l985？Bytheendof
19852_tPiSPoliCyWOUldhaveledtonominalpriceof
$22-23/blfbrArabLight,orabout$4.00-4.50/blbelow
itscUrrentvalue.Bytheendofl986,assumingfurther
erosionofcurrentprices,thetwopricelevelsWouldbe
abouteven,signalingthefullreVersalofthesecond
OPECpricees"lation(1980).Buthowwouldthispolicy
haveaffeCteddemandforoil？

During1974-78,worldoildemandincreasedatan
averageannualrateofabollt2.5%,downfromthe7%
rateofthepre-1974period.Averymodestgrowthrate
ofslightlylessthan1%/yrinoildemandwouldhave
probablyoccurredunderascenarioofsteadyflatreal
oilpricesfroml979-1985.Thiswouldhavemeantthat
worlddemandwouldhaverisento55mmbdinl985,or

nearly9mmbdabovethisyear'slikelyconsumption.
ThisalsoimpliesthatthecallforOPECcrudeoilwould

havebeenabout25mmbdinl985,or60%morethanthe

organizationislikelytoproduCethiSyear.Withastead-
ierrealpriceregime,non-OPECproductionwould
probablyhavenotgrownquitesofast.
Becauseofthehighproductionvolumesinthefirst2-3
yearsafterthesecondpric()explosion,OPECearned
considerablymoreinthose>'earsthanifpriceshadnot
lncreasedinrealterms・Butthenext2vearswouldhave

beenmucheasiertobearfortheorganizationsince
morerevenuescouldhavebeenearnedunderthelower
prIcescenar1o･

Anoth@rimportantaspectofthishypotheticalprice
andproductionscenarioisthatdifferentmembdrsof
OPECwouldbeaffecteddifferentlybyit.Memberswho
couldhaveexpandedtheirproductionwouldhavefared
verywellwhilethosewithlimitedsparecapacity(20%
orless)wouldnothavefaredaSWellaSthefbrmer
grouP.Itshouldalsoberememberedthatallnon-OPEC

memberSarehurtbyanypricereduction,regardlessof
itsimpactondemand,sincenonehasanySignificant
spareproductioncapacity.
Naturalgasproductionandtradeinnaturalgashas
beenpositivelyaffectedbywhatactuallyhappEnedto
oilprices.SomeOPECmemberscouldoffSetlostoil
revenueswithincreasedgas-relatedrevenues.How-
ever,ultimatelythepricesofbothareintertwined.
Thisyearworlddemandforoilislikelytobeslightly
bel9wl""r'swhilenpn-OPECproduCtioINcontiilueS
torise.OPECoutputwillprobablybeabout900-500bd
belowthegroup'sself-imPosedceilingofl6mmbdin
1985andnosignificantchangeisexpectedforOPECin
l986・Sointhenearterm,OPECnotonlymustkeepits
membersfromexceedingtheirassighedquotas~but
mustpersuadeoneormorememberstoacceptalower
quotainordertosupporttllepricestructure.Saudi
AraPiahasindiCateditsunwillingnesstobethe"swing"
producer,absorbingallthedeclineindemand.Inonr
view,priceswillcontinuetperodeinthenear-termbut

willnotcollapse･Improvementwillbegininthelate
Co7此加悦edo71,page2

、

－0－

109



110

を予定している．

第2のラウンドテーブルは，「世界石油市場：オイ

ルビジネスの現状と展望」である．こ蚤では，世界の

石油問題を，より日常的なビジネスの市場から議論す

る．議長としては，フランス石油研究所所長ピエール

・デプレリー氏，パネリストとしては,OPEC副事務

総長ファディル・チャラビ氏，ブリティシュ・ペトロ

リウム(B.P)社石油販売戦略部長ジョン・ホークシ

ョウ氏，オランダエラスムス大学ピーター・オーデル

教授，石油コンサルタントノルディン・ラオシン氏，

シェヴロン社チーフエコノミスト，デニス・オブラィ

エン氏等を予定している．

第3のラウンドテーブルは，「世界ガス市場」であ

る．議長は，アルコ・アラスカ社副社長のスチュアー

ト・カーク氏，パネリストとしては，サザン・カルフ

ォルニアガス社社長ジョン・エイブラム氏，東京ガス

常務取締役安西邦夫氏，スタットオイル副社長ヘンリ

ック・アガーハンセン氏等を予定している．

第4のラウンドテーブルは，「電力化と将来の電力

供給」である．議長としては,EPRIエネルギー研究

部長サム・シャー氏，パネリストとしては，東京電力

常務取締役依田直氏，インドネシアエネルギー省アリ

スムナンダー氏等を予定している．

第5のラウンドテーブルは，「環太平洋エネルギー

問題」である．日本で開催するということもあり，ま

た，地域としても，急速に重要度を増してきたことも

あり，環太平洋問題を入れたわけである．議長として

は，国際エネルギー政策フォーラム副議長大島恵一氏，

パネリストとしては，ハワイ・イーストウエストセン

ターのフェライダン・フェシャラキ氏等を予定してい

る．

第6のラウンドテーブルは,エネルギー需要の構造

変化」である．石油危機後のエネルギー情勢変化の中

で，最も注目されたことの一つが，エネルギー需要の

伸び率と経済成長率の比率が必らずしも1の近傍でな

いことが明らかにされたこと，エネルギー需要の中味

も大きく変化したことであった．これからのエネルギ

ー情勢を展望する場合，エネルギー需要がどうなるの

かが引き続き，極めて重要なポイントとなる．

このラウンドテーブルの議長としては，ミュンヘン

のエネルギーコンサルタント・スタンチェスク氏，パ

ネリストとしては，カリフォルニア大学バークレー研

究所のリー・シッパー氏，ハーバート大学ウイリアム

・ホーガン教授，日本エネルギー経済研究所研究部副

エネルギー・資源

部長藤目和哉を予定している．

以上が，予定されているラウンドテーブルの紹介で

あるが，こ秘にあげられている基調報告者，議長，パ

ネリスト等の中には，すでに承諾をうけている人もい

るが，これから接渉を開始する人々も含まれており，

まだ流動的だということをお断りしておく．この点は

次のパラレルセッションの議長の場合も同様である．

以下，3日目のパラレルセッションについて簡単に紹

介しておく．

予定されているパラレルセッションの数は，12であ

り，6セッションづつが同時に開かれる．

最初の6セッションは,1.2,000年の世界エネル

ギー需給（予定されている議長は，日本エネルギー経

済研究所総合研究部長富舘孝夫）2．エネルギーと経

済（同，京都大学経済研究所佐和隆光教授）3．原子

力の役割（未定）4.開発途上国のエネルギー計画(シ

ェル石油ポール・テンペスト氏,タンザニアエネルギ
．、

－．鉱業省コミッショナー,ムワンドーシャ氏）5．エネ

ルギー投資と財政（メキシコ銀行ディレクター，エス

コベド氏）6.エネルギー技術，環境（未来資源研究所

ジョイ・ダンカーレイ氏，ロチェスター大学経済学部

ポール・マカボイ教授）である．次の6セッションは，

7．世界石油・ガス市場（カリフォルニア大学経済学

部ウォルター・ミード教授）8．電力化（未定）9．

エネルギーモデルの役割（スタンフォード大学エネル

ギーモデリングフォーラム，ジェームス・スィーニー

氏）10．エネルギー需要分析（東京大学工学部茅陽一

教授）11．アジア太平洋石油ガス市場（イースト・ウエ

ストセンター・フェラインダンフェシャラキ氏）12．

国際協力の経済的インプリケーション（パーデュー大

学経済学部ホーウィッチ教授）である.：

参加者は，最初の6セッションから1つ，後の6セ

ッションの中から1つ選んで,出席することになる．

全体会議のラウンドテーブル等については，同時通訳

がつくが，パラレルセッションについては，英語だけ

で通訳はつけない予定である．

このパラレルセッションには，事前にペーパーが提

出されており，これを中心に報告，討論が行われるこ

とになっている．

昨年11月末を目途に，ペーパー提出者の応募を行っ

たが，昨年末現在で，約100ほどのペーパーの応募が

あった．これらのペーパーのセッション別，国別の分

布は，付表の通りである．

－4－
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応募ペーパー分布

国別

IロT三

司述

セッション別

J00年の十ti･宍

乙．－Lイノレ千一と涯碕lC

3・原子力の役割4

4．開発途_上国のエネ11

環境

世界石柱

雪ナ1ｲレ

一宇1イ什

型際協力の経済〔

大会開催までのスケジュール

昨年6月のボンにおける第7会年次大会において，

東京大会のプログラムについて基本方針が検討され，

こ。で，フ･ログラムコミッティーの人選等が行われた．

その後,IAEENewsletterあるいは，イギリスのエ

ネルギージャーナル,EnergyPolicy,EnergyEco-

nomics等を通じて，第8回大会の東京開催が流布さ

れるとともに，ペーパー募集が開始された．先きに述

べたように，昨年中に，約100にのぼるペーパーの応

111

募が,1ページのアブストクトとともに事務局に寄せ

られた．この間に，会場予約，ホテルの予約，参加費

の決定等の事務が併行的にす砥められ，昨年12月のフ

ィラデルフィアにおける第7回北米大会を利用して行

われたプログラムコミッティー会合で，東京大会の大

枠が決定された．これをもとに，一次プログラムが，

参加申込用紙とともに，1月中旬に会員に配布された．

外国人参加者の申込〆切日は，4月15日（これ以降

になると費用が高くなる）であるが，国内については

日本エネルギー経済研究所がこれと若干ずれる形で，

3月頃から参加者を募集していることにしている．

ペーパーの提出期限は，4月15日であり，それまで

に，ペーパー応募者はダブルスペースで20枚程度（以

内力3望ましい）の最終ペーパーを事務局に提出しなけ

ればならないことになっている．

提出されたペーパーは，大会に間に合わせるように

プロシーディングの形にまとめられる予定である．年

初から，3月末ぐらいまでにかけて，最も重要な仕事

は，基調報告者，ラウンドテーブルの議長，パネリス

ト，パラレルセッションの議長等を決定することであ

る．その後決定された議長を中心に，ラウンドテーブ

ル，パラレルセッションをどのように運営するかが詰

められることになる．

ロジスティック事務としては，外国人参加者のレ

ジストレーション，ホテルの割当，予約等が2月から4

月半ばにかけての重要な仕事となる．事務局では外国

からの参加者を約100～150人,国内の参加者を約150

～200人とみている．

以上，簡単に，第8回IAEE年次大会について紹介

したが，更に詳しくお知りになりたい方は，（財)日本

エネルギー経済研究所エネルギー計量分析センター

(501-2901）の方に御連絡下さい．
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